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駆逐されたほぼ同じ時期の 15 世紀を通じてバルカン全域を征服したオスマン・トルコであった。 






































 トルコ人の支配は、この国がオーストリア・ハンガリー帝国に正式に併合された 1878 年に終




 今日ボシュニャク人（原注２）は、1991 年のユーゴスラヴィア崩壊後に成立した 7 つの西バルカ
ン諸国の一つであるボスニア・ヘルツェゴヴィナの住民の約 50％を占める。残りの人口は、圧












































［訳注］ボスニア・ヘルツェゴヴィナ東端部のスレブレニツァで、1995 年 7 月に起こったセルビア人によ




動隊も駐留したが、1995 年 7 月半ばにセルビア人勢力が町に侵入し始め、これを制圧した。その
後、セルビア人による処刑、強姦、破壊が続き、後のボスニア・ヘルツェゴヴィナ当局の発表で
はこのときの死者、行方不明者は 8,300 人以上であったという。（この問題に関する近刊の研究書
として次のものがある。長有紀枝『スレブレニツァ―あるジェノサイドをめぐる考察』、東信堂、
2009 年） 
